
　■けん玉フェスタ2013　当日参加の部　達人クラス

１．ライジング飛行機

２．つるし二回転灯台

３．やまびこ返し

４．エベレスト

５．招き猫はねけん

６．胡蝶の舞

７．すべり止め極意～けん

８．うずしおろうそく

９．かざぐるま

10．稲妻落とし
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けん玉フェスタ2013　～『藤原一生杯』 世界けん玉選手権～　選技資料

日時：２０１３年７月１４日（日）　　　場所：ららぽーと甲子園

（右利きの場合）右手でけんを持ち、玉を下に垂らして構える。玉を右にふり、体の右
側から背中の後ろを通して、けんを放し、けん玉を空中に浮かせる。体の左側に浮か
び上がってきた玉を「右手」でつかみ、そのままの勢いで飛行機の要領でけん先を玉
の穴で受ける。

二本の指で糸の中程を持ち、けん先をつるし（右利きの場合：左にけん、右に玉）、け
ん玉を前方にふり上げ糸をはなして、けんを手前に二回転させて玉をつかみ、玉の上
に中皿を乗せて、けんを立てる技。

すべり止め極意を決めてから、とめけん持ちでけんに玉を入れる。その際、玉の回転
の向きは問わない。

けん先に玉の穴を入れ、そのまま人差し指にかけ、皿胴から糸が出ているほうを向く
ようにしてつるす。人差し指を軸に中皿が手前から向こう側になるようにふり出し、つる
したけん玉を３回転以上させた後、指から糸を外してけん玉を空中に放り出し、けん先
を持ち中皿の上に玉を乗せる。

下に下げた玉を引き上げる間に人差し指を中心にけんを回してから中皿に乗せる。玉
を浮き上がらせ、同様にけんを回して中皿で受ける。玉を浮き上がらせ、同様にけん
を回して玉の穴をけん先で突き刺す。

けんを持って空中に投げ上げ、１回転半してきた玉を取り、飛行機を決める。
最後の飛行機の部分がすくいけんのようになってはならない。

玉を持ってけんをふり出し、けんを水平方向に一回転させて受ける。

ろうそく持ちで逆小皿うぐいすを決め（＝さるのこしかけ）、中皿に乗せ、逆大皿うぐい
すを決める。逆大皿うぐいす～中皿～逆小皿うぐいすの順でも可。

けん先に玉の穴を入れて、玉を手前にして小皿を「握り拳の甲」の上に置いた状態（招
き猫）から、けん玉を跳ね上げて、玉をとり、一回転してきたけん先を玉の穴に入れる
技。握りの固さは問題にしない。

円月殺法の回転でけんを取り、もう１回円月殺法の回転でけんを取ってふりけんをす
る。玉つきさしのようになったり、二回転ふりけんになってはならない。


